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本
庄
市
議
会
１
２
月
定
例
会
報
告 

 

本
庄
市
議
会
第
４
回
（
１
２
月
）
定
例
会
は
１
１
月
２
５
日
に
開
会
さ
れ
、
１
２
月
２
１
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。 

議
会
第
１
日
目
に
は
２
０
２
１
年
度
決
算
が
賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
主
な
議
案
は
、
本
庄
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を
廃
止
す
る
条
例
、
水
道
に
関
す
る
証
明
書
の
発
行
手
数
料
を
１

５
０
円
か
ら
２
０
０
円
に
引
き
上
げ
る
条
例
、
下
水
道
事
業
者
の
許
認
可
に
関
す
る
手
数
料
の
大
幅
引
き
上
げ
、
指
定
管
理
者
の
指
定
（
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
つ
き
み
荘
を
本
庄
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
・
東
庄
共
同
体
に
、
市
民
文
化
会
館
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
環
境
緑
創
造
交
流
協
会
に
）

な
ど
１
５
件
が
提
案
、
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

本
議
会
に
本
庄
民
主
商
工
会
野
澤
孝
義
氏
よ
り
提
出
さ
れ
た
請
願
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
延
期
を
求
め
る
請
願
書
・
紹
介
議
員
・
谷

田
裕
之
議
員
」
は
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

―１― 

１
、
市
の
取
引
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て 

 

質
問 

来
年
の
１
０
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
る
。

イ
ン
ボ
イ
ス
と
は
適
格
請
求
書
と
い
っ
て
税
務
署
の
登
録
番

号
が
つ
い
た
請
求
書
や
領
収
書
の
こ
と
。
現
在
は
年
間
の
売

り
上
げ
が
１
千
万
円
以
下
の
小
規
模
な
事
業
者
は
免
税
業
者

と
な
り
、
消
費
税
を
納
税
し
な
く
て
も
済
ん
で
い
る
が
、
来

年
１
０
月
か
ら
は
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
す
る
た
め
に
税
務
署

に
申
請
を
し
て
消
費
税
の
課
税
事
業
者
に
な
ら
な
け
れ
ば
仕

事
が
続
け
ら
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
出
て
き
て
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
市
民
に
与
え
る
影
響
を
ど
う
と
ら
え

て
い
る
か
、
市
が
売
り
手
と
な
る
消
費
税
の
課
税
取
引
は
ど

う
な
る
の
か
、
市
の
取
引
の
関
係
で
実
際
に
イ
ン
ボ
イ
ス
の

登
録
が
な
い
業
者
と
の
取
引
が
行
わ
れ
た
場
合
市
が
支
払
う

消
費
税
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
伺
う
。 

ま
た
、
児
玉
の
自
校
方
式
の
給
食
に
食
材
を
お
ろ
し
て
い

る
業
者
へ
の
影
響
、
市
か
ら
委
託
料
が
入
っ
て
い
る
本
庄
市

の
公
益
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
税
理
士
の

試
算
で
は
１
２
０
０
万
円
の
負
担
に
な
る
と
聞
く
が
、
市
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
伺
う
。 

 

答
弁 

市
内
の
９
割
以
上
の
中
小
業
者
が
影
響
を
受
け
る
と

推
察
す
る
。
一
般
会
計
は
法
に
よ
り
消
費
税
の
申
告
義
務
は

免
除
さ
れ
て
い
る
の
で
影
響
は
な
い
が
公
共
施
設
の
命
名

権
、
土
地
を
除
く
不
動
産
の
売
却
収
入
、
広
報
紙
な
ど
の
有

料
広
告
収
入
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス
が
必
要
と
な
り
、
市
は
、
発

行
事
業
者
の
登
録
を
済
ま
せ
た
。 

 

給
食
関
係
は
一
般
会
計
の
取
引
の
た
め
影
響
は
な
い
。
水

道
事
業
会
計
や
下
水
道
事
業
会
計
な
ど
の
企
業
会
計
は
消
費

税
の
納
付
額
が
増
加
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
免
税
業
者
と
の

取
引
は
少
な
い
状
況
で
あ
る
。 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
は
個
人
事
業
者
で
免
税

事
業
者
で
あ
る
の
で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
を
行
っ
て
自
ら
消

費
税
を
納
税
す
る
か
、
セ
ン
タ
ー
が
会
員
に
支
払
っ
た
配
分

金
に
含
ま
れ
る
消
費
税
と
同
額
を
納
付
す
る
か
に
な
る
。 

   

 

 

 

本庄ケーブル 

テレビから掲載 

 

柿
沼
綾
子
議
員
の
一
般
質
問 

 

インボイス制度は９割の中小業者に影響 シルバー人材センターの会員は収
入が大きく減るおそれがあることが判明 
児玉飛行場（現在の児玉工業団地）の資料は活用に向け調査していく 
               ―柿沼綾子議員の 12月議会一般質問―  

 

２
、
児
玉
飛
行
場
の
資
料
を
収
集
・
保
存
・
活
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

質
問 

平
和
学
習
の
さ
ら
な
る
拡
充
の
た
め
に
本
庄
市
の
歴

史
学
習
・
平
和
の
学
習
の
資
料
と
し
て
児
玉
飛
行
場
の
資
料
を

収
集
・
保
存
し
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。 

 

以
前
に
も
提
案
し
た
こ
と
だ
が
、
児
玉
飛
行
場
の
様
子
な
ど

が
わ
か
る
貴
重
な
資
料
を
作
成
し
、
民
間
団
体
の
平
和
の
写
真

展
に
貸
し
出
し
を
し
て
い
る
方
か
ら
写
真
な
ど
の
資
料
を
い

た
だ
い
て
、
市
と
し
て
保
存
、
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
市
の

考
え
を
伺
い
た
い
。 

 
 答

弁 

資
料
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
歴
史
資
料
と
し
て
の

活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
非
核
平
和
都
市
を
宣
言
し
た
自

治
体
と
し
て
平
和
学
習
の
資
料
の
選
定
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。 

今
、
様
々
な
団
体
か
ら
セ
ン
タ
ー
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
か
ら

除
外
す
べ
き
と
い
う
意
見
書
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
国
の
対

応
を
注
視
し
て
い
く
。 

 

 

全国商工新聞 2021年 5月 31日付より 
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「適格請求書等保存方式（インボイス制度）の実施延期を求める意見書」の提出を

求める請願書 

紹介議員 谷田 裕之 ㊞ 

（請願事項） 

適格請求書等保存方式（インボイス制度）の実施延期を求める意見書を政府に送付して

いただくこと 

（請願趣旨） 

 新型コロナ危機の収束や景気回復が見通せない中で、2023 年 10 月からの適格請求書

等保存方式（インボイス制度）実施に向け、2021 年 10 月 1 日からインボイス発行事業者

の登録申請が始まっています。 

軽減税率導入によって消費税制度が複雑化したうえに、さらにインボイス制度が導入さ

れれば、 軽減税率対象品目を扱う事業者のみならず、全ての事業者に事務負担の増加を

強いるとともに、1,100 万を超える免税事業者が取引から排除されるおそれがあり、業種

は農林水産業者、俳優や劇団関係者、個人タクシーや軽輸送ドライバー、シルバー人材セ

ンター会員など多岐にわたります。 

また、中小・小規模事業者にとって仕入れや経費に含まれる消費税を価格に転嫁するこ

とは困難な状況であり、このままではインボイス制度導入を契機とした中小・小規模事業

者の廃業の増加や、複雑な納税事務を回避するため免税事業者に留まる中小・小規模事業

者の成長意欲の低下を招く等、地域経済の衰退に拍車をかけます。 

日本税理士会連合会、日本商工会議所、全国中小企業団体中央会、全国青年税理士連盟

等の団体でも現状での実施に踏み切ることに懸念の声があがっています。よって、インボ

イス制度の実施延期を強く求めます。 

 

2022 年 11 月 18 日 

請願代表者      住 所 埼玉県本庄市西富田 448-8 

団体名 本庄民主商工会 

                    代表者氏名 野澤 孝義     ㊞ 

本庄市議会議長 冨田 雅寿  様 

 

「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
実
施
延
期

を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書
の
継
続
審
査
に

つ
い
て 

柿
沼
綾
子
議
員
の
賛
成
討
論 

 

今
回
私
は
一
般
質
問
に
お
い
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
市
民
や
市
に

及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
市
内
の
業
者

の
う
ち
９
割
の
免
税
業
者
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
、
今
の
ま
ま
だ
と
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
く
人
た
ち
に
も
消
費
税
の
支
払
い
の
負

担
が
新
た
に
生
じ
る
こ
と
等
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

 

財
務
省
は
２
０
１
９
年
の
国
会
答
弁
で
は
イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
で
約

１
６
１
万
事
業
者
が
課
税
事
業
者
に
な
る
と
想
定
し
、
１
事
業
者
あ
た

り
１
５
万
４
千
円
の
負
担
増
で
合
計
２
４
８
０
億
円
の
増
税
に
な
る

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
高
齢
者

や
、
フ
リ
ー
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
声
優
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
、

影
響
を
受
け
る
働
き
方
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
見
積
も

り
が
過
少
で
あ
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
と
し
て
き
て
い
ま
す
。 

 

今
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
影
響
を
受
け
る
の
は
企
業
と
取
引
を
し
て

い
る
個
人
事
業
主
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
で
そ
の
数
は
１
千
万
人
以

上
と
も
言
わ
れ
、
業
種
も
様
々
で
す
。 

 

私
は
一
番
い
い
の
は
消
費
税
減
税
だ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
今
回
い

ろ
い
ろ
な
立
場
の
方
が
委
員
会
で
検
討
し
て
も
結
論
が
出
な
か
っ
た

こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
市
民
の
皆
さ
ん
の
中
で
も
当
事
者

で
な
い
と
わ
か
ら
な
い
部
分
も
多
々
あ
る
問
題
だ
と
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ

３
月
の
議
会
ま
で
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
し
っ
か
り
と
調
査
、
研
究
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
間
の
情
勢
も
踏
ま
え
な
が
ら
次
回
の
審
査
で
こ
の
請
願

が
採
択
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
、
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。 

インボイス制度の実施延期を求める請

願は継続審査に 

次回の採択めざし力を合わせましょう！ 

水
道
、
下
水
道
に
関
す
る
値
上
げ
の
条
例
に
反
対 

柿
沼
綾
子
議
員 

 

水
道
に
関
す
る
証
明
書
の
発
行
手
数
料
を 

現
行
１
５
０

円
の
と
こ
ろ
を
、
２
０
０
円
に
引
き
上
げ
る
条
例
で
す
が
、
該

当
件
数
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

で
、
引
き
上
げ
は
賛
成
で
き
な
い
と
し
て
、
反
対
し
ま
し
た
。 

 

下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
は
指
定
下
水
道
工
事
店
の
指
定

の
手
数
料
が
現
行
２
０
０
０
円
の
と
こ
ろ
、
５
０
０
０
円
に
、

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の
登
録
は
１
０
０
０
円
か
ら
３

０
０
０
円
に
大
幅
に
引
き
上
が
る
も
の
で
す
。 

近
隣
の
状
況
や
人
件
費
な
ど
を
勘
案
し
て
今
回
の
金
額
を

算
出
し
た
と
い
う
説
明
で
し
た
が
、
問
題
は
近
隣
と
の
比
較
よ

り
も
科
学
的
に
本
市
の
財
政
の
中
で
計
算
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

９
月
９
日
に
は
金
融
機
関
に
対
し
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
・

金
融
大
臣
、
厚
労
大
臣
、
農
水
大
臣
、
経
産
大
臣
連
名
で
「
中

小
企
業
活
性
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
の
周
知
徹
底
の
お
願

い
が
届
い
て
い
ま
す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
中
、
世
界
的
な
物
価

高
騰
が
続
く
も
と
で
、
事
業
者
は
融
資
の
返
済
を
求
め
ら
れ
て

い
る
時
期
で
す
。
政
府
は
金
融
機
関
に
対
し
、
元
金
返
済
の
延

長
や
据
え
置
き
期
間
の
延
長
に
迅
速
柔
軟
に
対
応
し
、
丁
寧
に

い
ろ
い
ろ
な
支
援
が
あ
る
こ
と
を
事
業
者
に
紹
介
す
る
よ
う

に
と
事
業
者
支
援
の
徹
底
の
通
知
を
出
し
て
い
る
状
況
で
す
。 

こ
う
い
う
時
期
の
値
上
げ
に
は
賛
成
で
き
な
い
と
討
論
し

ま
し
た
。 

 

―２― 


